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２００５.８．１８


８月２１日の遺族会で、ボランティア（受付・案内係など）をしてくださる方は、１１：００までに会場にお越しください。
作文の会のメンバーは１０：００に会場１階に集合です。作文の会への参加を希望される方はあらかじめご連絡ください。
★第１２回・１３回・１４回例会のご案内　　…………………………………・・
■日　時：第１２回：２００５年１０月２日（日）中村生涯学習センター

　　　　　第１３回：２００５年１２月４日（日）日本福祉大学　名古屋キャンパス

　　　　　第１４回：２００６年　２月５日（日）日本福祉大学　名古屋キャンパス

いずれも午後1時３０分～（午後１時15分開場）

■交通のご案内：【１０月の会場】名古屋市中村生涯学習センター
（地下鉄東山線「本陣」駅４番出口より南西へ３００ｍ）

【１２月・２月の会場】日本福祉大学　名古屋キャンパス　北館８Ｆ

　　（名古屋市中区千代田５－２２－３５）　

☆地下鉄鶴舞線『鶴舞』駅下車２番出口から北へ徒歩２分　

☆ＪＲ中央線『鶴舞』駅下車、鶴舞公園口より北へ徒歩２分、

名大病院口から『名大病院西』交差点を南へ徒歩１分程度

※遺族会に関する問い合わせは、上記会場へは絶対になさらないようにお願い致します。（会場の場所や、行き方についての問い合わせもご遠慮ください。）

※駐車場はありません。お車でお越しの方は、鶴舞公園などの有料駐車場をご利用いただくことになります。

■参加費：１,０００円（会場費・コピー代などに充当します）

· 遺族会の日程について

★遺族会当日の　託児予約　承ります　　……………………………………・・
ボランティアスタッフが、別室でお子様をお預かり致します。

★クライシス・マネージメント・ワークショップ………………………・・

主催「千光寺・自由なこころの道場」　飛騨千光寺のHP http://www.hidanet.ne.jp/~daien/index.htm

―危機に直面した時のスピリチュアリティの活かし方―

突然私達を襲う危機的状況、愛する家族や自分自身を失っていく時、あなたならどうしますか？

私たちに備わっているスピリチュアリティを認識し、活かし方を学ぶワークショップです。
■日　時：９月３日（土）～９月４日（日）　

■場　所：千光寺　〒506-2135　高山市丹生川町下保1553　Tel0577(78)1021　（現地集合現地解散）
■定　員：３０名　　　■参加費：10，000円

■主なスケジュール： 3日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　 ４日（日）
14:00 対談（ﾘｰｼﾞｪｲﾑｽ・大下大圓）　　　　　　　　　 9:00 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（ﾘｰ・ｼﾞｪｲﾑｽ）　　　　　　　　　　                                                                                                             

16:00ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・光と影のｴﾝﾀｰﾃｰﾒﾝﾄ　　　　　　　　　11:30 終了解散

19:00夕食後解散
■申し込み先：

大下大圓  電話：０５７７－７８－１０２１　FAX：０５７７－７８－１０２８　Eメール：daien@hidanet.ne.jp　

大島英子　電話＆FAX：０４８－７２６－６３５９　Eメール：BKHideko＠aol.com

■交通のご案内：バス：東京、大阪から高山駅まで高速バスあり（京王バス）（濃飛バス）濃飛バスセンター（高山駅前）タクシー：飛騨高山駅からタクシーで２０分

※宿泊希望の方は事前にお申し込み下さい。

ふもとの宿「四反田」朝食付一泊相部屋ﾊﾞｽ送迎付き6000円でお泊りいただけます。 


· 原稿・情報募集…………………………………………………………………・・

しんぶんや、メールマガジン、ホームページに載せる情報を随時募集します。おすすめの本、手記、遺族会の情報など、およせください。

· 書店で偶然みつけました！谷川俊太郎の詩　……………………………・・

～あなたとの思い出が私を生かす　早すぎたあなたの死すら私を生かす～

『あなたはそこに』　詩：谷川俊太郎　絵：田中渉　マガジンハウス　￥952

★「リメンバー福岡」のご案内　………………………………………………・・

■日　時：200５年９月１８日（日）午後２時１５分～５時　（午後２時　受付）

■会　場：あいれふ　　福岡市中央区舞鶴２-5-1

■内　容：自死遺族同士のグループトーク

■問い合わせ・参加申し込み先：F A X：０９２－５２５－２３０８　　　メール：rem.hukuoka@wood.dti2.ne.jp

まで

★ボランティアスタッフ募集　　………………………………………………・・

1 会場予約　

2 配布資料作成・コピー等、事前準備

3 アンケート集計等、遺族会後の資料・データ整理

4 当日ボランティア（受付・案内係・託児など）　

5 懇親会幹事　遺族会の後、懇親会を企画してくださる方

6 ホームページ担当

7 会計担当

8 メルマガ担当…メールマガジンの発行・管理をお願いします。簡単です。

9 ファシリテーター

①～⑤は単発でも結構です（都合のよいときだけでOK）。⑥～⑨は継続的にお願い致します。

☆☆☆☆☆☆１０月２２日（土）のダギーセンター研修のボランティアスタッフも募集しています☆☆☆☆☆

★連絡先、その他　………………………………………………………………・・
■e-メール：remember_nagoya@yahoo.co.jp 

■FAX：０５２－６２３－２７２４(電話ではありません)

■郵便：〒458-8799　緑郵便局留め　リメンバー名古屋自死遺族の会

■メールマガジン：登録はこちらから→　http://mini.mag2.com/i/m/M0033699.html
※「mag2from」という差出人名で、「ミニまぐ登録受付」という題名のメールが届きますので、

そのメール本文の中のホームページアドレスを押してください。そのメールを捨ててしまうと、登録が完了しません。
■リメンバーしんぶん：最新号は遺族会当日に配布しておりますし、ホームページからもごらんいただけますが、郵送を希望される方は、「郵送会員」への登録をお願い致します。

	・「郵送会員」年会費（1000円）をお支払いください。リメンバー新聞を発行の都度、郵送致します。 

・「郵送会員」の年度は1月1日より12月末までです。（例えば、６月に申し込まれても、年会費は１０００円です）・ご入会の手続きは、郵便番号・住所・氏名を記入の上ご送金いただくか、８０円切手１３枚をご郵送ください。　　　　　郵便振替口座　00800-3-166920　　




リメンバー名古屋自死遺族の会　鷹見
主催者紹介　○大下大圓（おおした　だいえん）


飛騨千光寺住職、高野山大学、同大学院をはじめ医療、看護系の大學講師、高桑内科クリニック臨床スピリチュアルケアワーカー、岐阜県音楽療法士。12歳で出家、高野山で修行後にスリランカ国で研修旅行。帰国後、飛騨を拠点として「いのち」のボランティア活動を展開し、臨床活動、NPO、まちつくり、ホスピス運動を続けている。また、飛騨千光寺では「こころの研修」に関する様々な宿泊研修を主宰しながら、飛騨高山市内のクリニックで医療チームの一員として患者や家族の精神的なケアにあたっている。主な著書「いい加減に生きる」講談社「癒し癒されるスピリチュアルケア」医学書院など。





今回の会場は、日本福祉大学　名古屋キャンパスです。（　各線「鶴舞」駅下車　）





講師紹介　○　リー・ジェイムス


1960年オーストラリア生まれ。心理学者・俳優・瞑想指導者。クイーンズランド大学で心理学を専攻。その後国立演劇学校で演劇を学ぶ。1990年4月に来日、過去10年間にわたりＷＨＯを含む様々なNGOにおいてPTSD(心的外傷後ストレス障害)や災害時危機管理に関してアドバイザーとしての役割を果たす。その活動は35ヶ国以上に及び大学、劇団、政府機関、企業などに600～700以上の講義やワークショップを行い現在に至る。2003年にオーストラリアに帰国。主な活動として、インド大地震・台湾大地震・イラク日本人人質事件・９・１１NYテロ事件・スマトラ沖地震の被災者及び救援活動者へのカウンセリングを行っている。また、スピリチュアリティを題材にした劇団「ライトカンパニー」を立ち上げ、俳優、演出家としても活躍する。








できるかぎり、第一日曜日に設定できるよう調整しておりますが、会場予約の都合で、必ず第一日曜日になるとはかぎりません。２００６年４月以降の日程は未定ですので、その都度お問い合わせください。
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